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北海道におけるピーマンの抵抗性品種 (L3jL+型)を侵す
トウガラシマイルドモットルウイルス (PMMoV)系統の出現

佐々木 純・竹内 徹

Occurrence of Pepper mild mottle virus (PMMo V) Strain Capable 

of Overcoming Resistant Gen巴 (L')of Swe日tPepper in Hokkaido 

Jun SASAKI and ぐforuT AKEUCHI 

2004年，北海道においてピーマンのトウガラシマイルドモットルウイルス (PMMoV)
抵抗性品種 (L'/L+型)で、葉にモザイク症状を笠する株が発生し，病原は PMMoVと考
えられた. PMMoVの病原型を明らかにするため， トパモウイルスの病涼型判別宿主で
ある数穏の Cα:psicum属植物に汁液接種を行ったところ， C. chinense [PI 159236] (L 3 / 
L'裂)に全身感染してモザイク症状を示し， C. chaco叩 se[PI 260429] (L' / L'型)には
接種葉に局部病斑を示した.このことから，北海道において PMMoV抵抗性品稜 (L'/
L+型)に発生した PMMoVはL3遺伝子を打破する病原型 (P1.2.3型)であると考えら
れた.
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近年， ピーマンのトウガラシマイルドモットルウイル

ス (Peppermild mottle virus : PMMo V)の紡除対策

として， PMMoV抵抗性品種 (L'/L+型)が利用され

ているが，その一方で L3抵抗性遺伝子を打破する病原

型 (P1.2.3裂)の発生が各地で報告されている(1， 2). 

2004年7月， PMMoV 抵抗性品穏 (L'/L←型)rみお

ぎ」の葉にモザイク症状を呈する株が発生し， PMMoV 

によるものと考えられた.病原型半1]別を行ったところ北

海道において初めて P 1. 2. ，~の発生が縫認されたので

報告する.なお，病原型判別品種のうち rL4みおぎj

は(財)日本閤芸生産研究所， r島介J，rVerbeverde 

GlasJ， rTabascoJ， [PI 159236]， [PI 260429]は(財)

岩手生物工学研究センター 鈴木一実博士(現在・滋賀

県立大学環境科学部)より分譲いただいた.厚くお礼申

し上げる.

材料および方法

1.供試材料

L3型)， C. chαcoense [PI 260429] (ν /L'型)， C. 

αnnuum IあきのJ(L' /L'型)， C. αnnuum rみおぎJ
(L' /L+型)， C.αnnuum IL4みおぎJ(L' /L争型))を

用いた.

2. 十液接種

病葉を生震の約1O{音量のO.lMリン駿緩衝液 (pH7.0，

0.5%メルカプトエタノール添加)を用いて磨砕した後，

本葉が 4~6 築展開した植物の中位葉に汁液接種し，接

種葉および上位葉の病徴を適笠観察した.

3. 更しISA法による検出

PMMoV，キュウワモザイクウイルス (Cucumber

mosαic virus CMV) ， トマト黄化えそウイルス

(Tomato spotted wilt virus : TSWV)の各抗体((社)

日本懐物防疫協会製)を用いて常法(3 )の日LISA法

により，発病株のモザイク葉および汁液接種約lヶ月後

の判551]品種上位葉からウイルスの検出を行った.

結果

トパモウイルスの病原型判別品種として Cα:psicum 1.症状

属捕物 (Cαnnuum r島介J(L十/L+型)， c αnnuum 発病株は，若い葉に淡黄色のモザイク症状を示し，特
rv日rbeverde Gl乱sJ (L' /L'型)， C. frutescens に新薬は健全葉に比べて田凸を生じて葉縁がお椀状に反っ

rTabascoJ (L' /L''1主)， C. chinense [PI 159236] (L 3 / た(第 1図).発病株は若干萎縮した.北海道ではピー
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第 1表 ピーマン「みおぎ」に発生した PMMoVに対する各抵抗性遺伝子型の反応

品種・系統名 抵抗性遺伝子型 接種葉，)上位葉，) ELISAb) 

Cαpsicumαηnuum 「畠介J L十/L守 M + 
C αnnuum 「あきのJ L'/V M 十

C.αnnuum IV巴rbeverdeGlasj L'/L' M 十

C. frutescens ITabascoj L'/L' M + 
C. chinense [PI 159236J L'/L' M + 
C αnnuum 「みおぎ」 L'/V M 十

C. chαcoense [PI 260429J L'/L' NS 
C αnnuum IL 4みおぎ」 L'/L寸 NS 

a) -無病徴;N S，えそ斑点 ;M，モザイク.
b) 1十液接種約 1ヶ月後に上位葉から ELISA法により検出した. 十，陽性;一，陰性.

みおぎ」には接種葉に局部病斑を示したのみで，上位葉

には症状が認められず， ELISA 法による検定でも

PMMoV抗体に陰性であった.このように，L寸 ，L1， 
L'， L'逃伝子を有する品穏に全身感染し，L'巡伝子を

有する品穏では局音s病斑のみであったことから，北海道

でピーマン抵抗性品種 (L'/L十型) に発生した
PMMoVの病原型は Pl.，.3裂でミあると考えられた.

考察

北海道において初めて認められた，L3抵抗性遺伝子

を手ぎする PMMoV抵抗性ピーマン品種のモザイク症状

第1図 ピーマン「みおき、Jに発生したモサイク症状 は， PMMoV P，.2.3裂によるものと考えられた.北海

道においては PMMoVによるピーマンのモザ、イク病が

マンに発生するウイルスとして PMMoVのほかに 生産地のほとんどで発生しており，収量の減少などその

CMV， TSWVなどがある. CMVは明瞭なモザイク症 被答は大きい. PMMoVの紡除対策としては臭化メチ

状となり柳奨症状や株の著しい萎縮がみられ， TSWV ル郁による土壌消毒が最も有効な手段で、あったが， 2005 

では生長点付近の褐色~黒色のえそ症状，展開奨では不 年には不可欠用途を除き全廃された.この状況において，

鮮明な黄鋭輪紋やえそ斑を示すことから，本疲状とは明 レ抵抗性遺伝子を有する PMMoV抵抗性ピーマン品種

らかに異なる. の利用は PMMoVによるモザイク病の有効な防除手段

2.病原ウイルス であり，北海道においても導入が急速に進んでいる.一

接穣試験の結果， ピーマン「みおぎJの上位葉にモザ、 方，L'抵抗性遺伝子を打破する病原型 (Pl.型)の発

イク症状を示し，原病徴が湾現された.また， ELISA 生が圏内各地で報告されており，本病原裂の蔓延が危倶

検定の結果，ピーマン発病株で PMMoV抗体に明瞭な されている. PMMoV は容易に v汁液伝染する為，早期

滋性反応が認められ，健全株では陰性であった.また， 発見，早期抜き取りに努め，栽培管濯を徹底し一長廷を防

CMVおよび TSWV抗体は発病株，健全株共に陰性で ぐ必姿がある.

あった.
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